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代
　
表
　
質
　
問

問

楽
観
視
で
き
な
い
財
政
状
況
の

中
、
環
境
を
重
視
し
た
環
境
循
環

型
の
ま
ち
づ
く
り
よ
り
も
、
税
収

や
税
収
以
外
の
継
続
的
な
歳
入
確

保
に
焦
点
を
当
て
、
地
域
経
済
を

循
環
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
認
識
を
問
う
。

答

本
市
は
、
あ
か
し
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
計
画
に
お
い
て
経
済
・
社
会
・

環
境
の
3
側
面
の
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
取
り

組
み
を
推
進
し
、
ま
ち
の
持
続
可

能
な
発
展
を
目
指
し
て
い
る
。　

　
令
和
６
年
度
は
、
中
小
企
業
へ

の
支
援
と
し
て
新
商
品
開
発
に
係

る
施
設
や
機
器
、
販
売
促
進
に
関

す
る
費
用
の
助
成
制
度
の
創
設
な

ど
を
、
農
業
者
へ
は
経
営
の
維
持

発
展
や
経
営
継
承
の
支
援
を
、
製

造
業
へ
の
支
援
と
し
て
は
緑
化
に

係
る
補
助
制
度
の
創
設
な
ど
を
行

う
。
ま
た
、
産
官
学
に
よ
る
共
創

の
取
り
組
み
と
し
て
実
施
す
る
民

間
提
案
制
度
で
は
、
民
間
事
業
者

か
ら
ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や

地
域
経
済
の
活
性
化
、
社
会
課
題

の
解
決
に
つ
な
が
る
提
案
を
募
集

し
、
具
体
的
な
事
業
化
を
図
る
こ

と
で
財
源
確
保
に
つ
な
が
る
事
業

を
創
出
し
た
い
。

　
恒
久
的
な
歳
入
確
保
や
市
内
で

経
済
が
循
環
す
る
仕
組
み
は
重
要

で
あ
る
。
引
き
続
き
、
商
工
会
議

所
等
の
事
業
者
と
の
対
話
や
共
創

を
通
じ
て
、
よ
り
効
果
的
な
施
策

展
開
を
図
り
、
市
税
収
入
以
外
の

財
源
確
保
に
つ
い
て
も
他
市
の
事

例
を
参
考
に
、
よ
り
効
果
的
な
手

法
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

正ま
さ

木き

克か
つ

幸ゆ
き　
議
員

明
石
維
新
の
会

経
済
循
環
型
市
政
運
営
の
構
築

問

学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策
や
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
、
ト
イ
レ
の

洋
式
化
な
ど
、
小
中
学
校
の
教
育

施
設
整
備
の
考
え
を
聞
く
。

答　
児
童
生
徒
に
良
好
な
教
育
環
境

を
提
供
す
る
た
め
、
教
育
施
設
の

拡
充
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進

な
ど
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、

必
要
な
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
を
新
た
に
小
学
校
３
校
に
設
置

し
、
７
年
度
に
は
全
小
中
学
校
の

整
備
が
完
了
す
る
見
込
み
だ
。
ト

イ
レ
の
改
修
は
、
小
中
学
校
各
２

校
ず
つ
行
い
、
洋
式
化
等
へ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
ほ
か
多
目
的
ト
イ

レ
も
積
極
的
に
整
備
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
学
校
施
設
の
全
照
明

設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
完
了
し
た
こ

と
に
よ
り
、
児
童
生
徒
が
明
る
い

環
境
で
学
校
生
活
を
過
ご
せ
る
よ

う
に
な
り
、
学
校
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
も
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
児
童
数
の
増
加
に
伴
い

教
室
不
足
が
見
込
ま
れ
る
学
校
に

プ
レ
ハ
ブ
校
舎
を
整
備
し
、
老
朽

化
し
た
校
舎
外
壁
の
全
面
改
修
工

事
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
導
入
し
た
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
有
効
活
用
す
る

た
め
、
全
小
中
学
校
の
普
通
教
室

へ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
ス
ク
リ
ー

ン
の
設
置
を
進
め
て
お
り
、
６
年

度
中
に
完
了
す
る
見
込
み
だ
。

　
今
後
も
教
育
環
境
を
充
実
さ
せ

る
た
め
に
必
要
な
整
備
を
進
め
て

い
く
。

そ
の
他
の
項
目

○
令
和
６
年
度
予
算
案

竹た
け

内う
ち　
き
よ
子こ　
議
員

明
石
か
が
や
き
ネ
ッ
ト

児童生徒に安全安心な学校環境を

本
市
の
教
育
が
抱
え
る
課
題
と

そ
の
対
応

継続的な歳入確保を

SDGｓ未来安心予算　～「共創元年」市民とつながり、共に創る　明石の未来～
令 和 6 年度 当初予算 の概 要

まちづくりの基本方針 対 話 と 共 創
対話と共創のまちづくり

●市民にやさしいDX（デジタル改革）の推進
 （6,894万円）
●産官学との共創によるまちづくりの推進
 （1,050万円）
 など

安全・安心のまちづくり

● 安全で利便性の高い幹線道路の整備（山手環
状線・江井ヶ島松陰新田線）（13億1,317万円）
●鉄道駅のバリアフリー化と踏切の安全対策
 （2億   93万円）
 など

こどもを核としたまちづくり

● 不登校児童・生徒への支援（校内フリース
ペースの設置等） （1億4,006万円）
●病児・病後児保育の拡充（オンライン予約等）
 （9,902万円）
 など

インクルーシブのまちづくり

● 介護・障害分野の人材育成・施設整備等
の取組 （7億3,965万円）

●認知症あんしんプロジェクトの推進
 （5,473万円）
 など

豊かな自然を生かした
循環型のまちづくり

● 脱炭素化に向けた省エネ・再エネ設備の
導入促進等の取組 （5,038万円）
●新ごみ処理施設の整備・運営に向けた取組
 （4,145万円）
 など

賑わいのあるまちづくり

●西明石地区活性化に向けた取組
 （5億8,123万円）
●本のまち明石の取組 （5億6,974万円）

 など

　一般会計、特別会計、企業会計の各予算議案を審議し、全ての予算案を原案どおり可決しました。
　市の基本的な行政サービスを行うための一般会計当初予算は、障害福祉事業費や私立保育所等運営事業費の増加などにより、前年度に
比べ約７億円の増で、過去最大の予算規模となっています。

予算総額 2,223億8,469万円（前年度比0.9％増）
一般会計 1,262億7,855万円（前年度比 0.6％増）
特別会計 698億9,755万円（前年度比 1.7％減）
企業会計 262億   859万円（前年度比10.2％増）


